
予算要求資料
平成３１年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　教育普及活動の拡大展開事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c21801@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　1,000千円（前年度予算額：1,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	要求額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	決定額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・GIFUワークショップギャザリングやあいちギャザリングは、県内外の教育施設が一堂に集まる。他美術館、博物館との連携や学生の研修の場を提供するために参加する。

　・アーティスト・イン・ミュージアムは、平成29年度より始まった館長ディレクションによる事業。30年度は2名のアーティストを岐阜盲学校と北方町生涯学習センターに滞在させ、公開制作及び、展示事業を行なった。

（２）事業内容

・GIFUワークショップギャザリングは、今年度で４回目となるが、県外からの参加希望施設も増え、県内外の美術館、博物館、教育施設が各々のワークショップのあり方、進め方を互いに切磋琢磨できる貴重な機会である。
・平成31年度は休館時に、一組は館外の図書館でアーティストによる滞在型公開制作を行うことで、地域の文化振興に寄与する機会とする。もう一組についてはリニューアルオープン後、新しくなった実習棟に滞在しながら公開制作を行う。リニューアルされ、作家の滞在に適した実習棟を披露する場とする。
（３）県負担・補助率の考え方

様々な県の施設と連携し、多面的な芸術文化活動を実施する中で、県民が芸術文化に触れ、文化的な感性を高めていく機会に資するものとして、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	113
	・講師打合せ旅費
・ギャザリング打ち合わせ、準備

	需用費
	141
	・ワークショップ材料費、消耗品費、会議費、印刷製本費

	役務費
	20
	・郵送代、保険料

	委託費
	695
	・アーティスト・イン・ミュージアム制作委託

	使用料
	31
	・寝具使用料

	合計
	1,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
　本事業は県美術館の教育普及事業をさらに発展させ多角的に行うもので、県の主体事業として妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業

	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
アーティスト・イン・ミュージアムを２回開催する。休館中の館外活動として岐阜県図書館で一組、開館後当館の実習棟で一組実施する。
県内外のワークショップギャザリングに参加し機関内での情報交換を密に、お互いの精度を高める。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	ｱｰﾃｨｽﾄ･ｲﾝ･ﾐｭｰｼﾞｱﾑ
参加者数
	0
（H27）
	104
（H28）
	
	4,984
（H29）
	5,000
（H31）
	99.7％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

２回にわたるアーティスト・イン・ミュージアムでは観覧者が直接作家の制作風景を間近に見ることで芸術を直に鑑賞することができた。

岐阜ワークショップギャザリングでは、参加団体が増え、600人以上の参加があり盛況だった。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

ワークショップギャザリング、ナンヤローネプロジェクト共に、ワークショップの魅力を発信するとともに、他館連携事業をより強力に進めることで、多様な文化振興事業が実現した。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	県内の県美術館以外での施設と連携した教育普及事業を新しく展開していくことは、文化振興及び地域振興の観点から有意義である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　県内外の美術関係者との連携が強まり、お互いの資質が身についた。毎年開催することで、リピーターや新規の参加者が増えている。　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　県内の県美術館以外での関係機関の協力を得ることによって、事業の効率化や必要経費の合理化を図る。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
ナンヤローネプロジェクトの推進に関わる他館連携事業の充実や、学校や教育機関との連携について、一層の充実が望まれる。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

ナンヤローネプロジェクトを核に、県民のニーズをより把握しながら、教育普及事業の新展開を考えていく。
　県内の関係機関から協力を得ながら、県美術館主導の質の高い教育普及活動を目指して他との連携する。



